


心
臓
は
、
全
身
へ
血
液
を
送
り
出
す

ポ
ン
プ
の
働
き
を
し
て
い
ま
す
。
こ
の

心
臓
の
筋
肉（
心
筋
）へ
酸
素
や
栄
養
を

供
給
し
て
い
る
血
管
を
冠
動
脈
と
い
い

ま
す
。
冠
動
脈
が
動
脈
硬
化
な
ど
に
よ

っ
て
、
狭
く
な
っ
た
り
つ
ま
っ
た
り
す

る
と
、
心
臓
は
酸
素
不
足
に
陥
り
、「
虚

血
」の
状
態
に
な
り
ま
す
。
こ
う
し
た
虚

血
性
心
疾
患
の
代
表
的
な
も
の
が
、
狭

心
症
と
心
筋
梗
塞
で
、
そ
の
数
は
年
々

増
加
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
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狭
心
症
は

心
臓
の
酸
欠
状
態

上大静脈�

大動脈�

肺動脈�

左冠動脈�

右冠動脈�

・�・�・�
�

・�

い
つ
症
状
が
で
ま
し
た
か
？�

ど
ん
な
痛
み
で
す
か
？�

持
続
時
間
は
ど
の
く
ら
い
で

す
か
？�

運
動
中
止
、
ま
た
は
ニ
ト
ロ

グ
リ
セ
リ
ン
で
軽
快
し
ま
し

た
か
？�

◆
狭
心
症
の
診
断�

・�
��

・�・�・�

問
診�

検
査�

治
療
法
の
決
定�

問
診�

検
査�

治
療
法
の
決
定�

心
電
図
検
査�

（ 

負
荷
心
電
図 

）�
  

ホ
ル
タ
ー
心
電
図�

心
エ
コ
ー
検
査�

心
筋
シ
ン
チ
グ
ラ
フ
ィ
ー�

冠
動
脈
造
影�

◆心臓を取り巻く血管
心臓を取り囲むように2本の冠動
脈があります。そこから枝分かれ
した何本もの血管が心臓の隅々に
血液を送っています。 ﹇

監
修
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日
本
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学
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先
端
医
学
講
座
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授

日
本
大
学
医
学
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環
器
内
科

部
長

狭
心
症
は

ど
う
し
て
起
こ
る
？

狭
心
症
は

ど
う
し
て
起
こ
る
？

斎
藤
　
穎

さ
と
し

先
生



冠
動
脈
が
狭
く
な
り
、
酸
素
不
足
に

な
っ
た
心
臓
は
、
胸
痛
と
い
う
悲
鳴
を

あ
げ
ま
す
。
狭
心
症
の
症
状
は
、
前
胸

部
、
特
に
中
央
の
胸
骨
下
の
圧
迫
感
、

締
め
付
け
ら
れ
る
よ
う
な
感
じ
、
つ
ま

る
感
じ
な
ど
が
特
徴
で
す
。

痛
み
の
持
続
時
間
は
数
分
か
ら
長
く

て
も
15
分
程
度
で
、
安
静
に
し
た
り
、

ニ
ト
ロ
グ
リ
セ
リ
ン
を
服
用
し
た
り
す

る
と
症
状
が
お
さ
ま
り
ま
す
。
痛
み
が

強
く
15
分
以
上
続
く
場
合
や
ニ
ト
ロ
グ

リ
セ
リ
ン
が
効
か
な
い
場
合
は
、
急
性

心
筋
梗
塞
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
冠

動
脈
が
完
全
に
ふ
さ
が
っ
て
突
然
死
す

る
危
険
も
あ
る
の
で
、
す
ぐ
に
医
師
の

診
断
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
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見
逃
さ
な
い
で
！

狭
心
症
の
サ
イ
ン

症
状
の
な
い

無
症
候
性
心
筋
虚
血

に
ご
用
心

狭
心
症
の
な
か
に
は
、
胸
痛
な
ど
の

症
状
が
な
く
て
も
、
病
状
が
進
行
し

て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し

た
無
症
候
性
心
筋
虚
血
は
、
糖
尿
病

で
神
経
障
害
を
合
併
し
て
い
る
人
や

高
齢
者
に
多
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

胸痛�
圧迫感�

歯の痛み�

首の痛み�

左肩のこり�

左腕の�
だるさ�
しびれ�

◆狭心症のときに痛む部位
狭心症の痛みは、胸の中央からのど、左肩や左上腕内側
へと放散することがあります。痛みではなく、胸やけや
息切れが起こる場合や、むし歯や消化器疾患、肩こりの
ような症状が現れることもあるので、●のような部位に
違和感があったら、早めに受診するようにしましょう。



狭
心
症
に
は
、
大
き
く
分
け
て
二
つ

の
タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
、
運

動
時
な
ど
心
臓
に
負
荷
が
か
か
っ
た
時

に
症
状
が
出
る「
労
作
性
狭
心
症
」、
も

う
一
つ
は
、
睡
眠
中
や
安
静
時
に
発
作

が
起
こ
る「
安
静
狭
心
症
」で
す
。

ま
た
、
狭
心
症
の
な
か
で
も
、
冠
動

脈
が
い
ま
に
も
つ
ま
っ
て
、
心
筋
梗
塞

に
移
行
し
そ
う
な
危
険
な
状
態
の
も
の

を「
不
安
定
狭
心
症
」と
呼
ん
で
い
ま
す
。

発
作
が
起
き
始
め
た
初
期
の
こ
ろ
や
、

発
作
の
回
数
や
頻
度
が
以
前
よ
り
増
え

て
き
た
と
き
、
軽
い
動
作
で
も
発
作
が

起
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
は
、
不
安

定
狭
心
症
の
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
特

に
注
意
が
必
要
で
す
。
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出勤途中の歩行中や階段を登っている
ときなどの運動時、興奮したときなど、
身体を動かしているときに発作が起こ
ります。�

運動すると、心筋の酸素の需要が増え
ます。しかし、動脈硬化によって冠動
脈が狭くなっているので、需要に見合
うだけの十分な酸素の供給ができず、
心筋が酸素不足に陥ります。�

睡眠中などの安静時に起こる狭心症で、
典型的なものとして、早朝などのほぼ
決まった時間に発作が起こる異型狭心
症があります。�

冠動脈が急にけいれん（スパズム）を起
こして狭くなり、心筋への酸素供給が
一時的に滞るために起こるものです。
けいれんがなぜ起こるのかについては、
分かっていません。�

血管壁に沈着したコレステロール� けいれんの起こっている部分�
冠動脈の動脈硬化� 冠動脈のけいれん�

安静狭心症�安静狭心症�労作性狭心症�労作性狭心症�

労
作
性
狭
心
症
と

安
静
狭
心
症
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健康相談

破綻�

狭窄進展�

壁在血栓�

血栓�

不安定狭心症�

急性心筋梗塞�

プラーク�

血管�

高コレステロール血症�

図 プラーク破綻に伴う
急性冠症候群の発症機序

「急性冠症候群」という病名を聞
くことがありますが、それはど

のような状態を意味するのですか？
急性心筋梗塞とその前段階の狭
心症（不安定狭心症）などを総括

した病態をこう呼ぶことがあります。
高コレステロール血症などが原因で
冠状動脈にできた軽い病変（プラーク）
が突然破裂すると、血栓が形成され
ます（図）。血栓によって血管が完全
に閉塞してしまった病態を急性心筋
梗塞、血栓の量が少なく完全閉塞に
は至らない場合を不安定狭心症とい
います。急性冠症候群の7～8割は突
然発症になります。

ホルター心電図から何が分かる
のですか？
電極を胸部に着けたまま、心電
図を24時間連続記録する検査法

で、開発者の名にちなみ、ホルター
心電図と呼ばれています。携帯用の
小型の機械を腰に装着し、日常生活
の活動範囲で心電図を記録します。
胸痛、動悸、めまいなどの原因が心
疾患によるものかどうかを調べるの
が目的です。たとえば、狭心症の場
合は胸痛出現時の心電図変化がどの
ようなものなのかによって、安静狭
心症か労作性狭心症かが分かりま
す。無症候性心筋虚血もとらえられ
るほか、不整脈の診断にも役立ちま
す。一度の検査で診断がつかない場
合がある、再現性に欠けるといった
欠点もありますが、重要な検査の一
つです。



狭
心
症
の
治
療
の
目
的
は
、
①
胸
痛
な

ど
の
自
覚
症
状
を
抑
え
、Ｑ
Ｏ
Ｌ
（Q

uality
ofLife：

生
活
の
質
）を
改
善
す
る
こ
と
と
、

②
心
筋
梗
塞
に
移
行
す
る
の
を
予
防
し
て

突
然
死
を
防
ぎ
、
長
期
予
後
を
改
善
す
る

こ
と
で
す
。
治
療
は
薬
物
療
法
が
中
心
と

な
り
ま
す
。

薬
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
が
あ
り
、
狭

心
症
の
タ
イ
プ
や
症
状
に
よ
っ
て
使
い
分

け
ら
れ
ま
す
。
２
〜
３
種
類
の
薬
を
併
用

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

発
作
を
抑
え
る
薬
に
は
硝
酸
薬
が
あ
り
、

代
表
的
な
も
の
に
ニ
ト
ロ
グ
リ
セ
リ
ン
が

あ
り
ま
す
。
狭
心
症
と
診
断
さ
れ
た
ら
、

ニ
ト
ロ
グ
リ
セ
リ
ン
の
舌
下
錠
や
ス
プ
レ

ー
を
常
に
携
帯
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
一
般
的
な
の
は
舌
下
錠
で
、
発
作
時

に
舌
の
裏
側
に
入
れ
る
と
す
ぐ
に
効
果
が

現
れ
、
30
分
程
度
持
続
し
ま
す
。
硝
酸
薬

に
は
、
ニ
ト
ロ
グ
リ
セ
リ
ン
ほ
ど
の
即
効

性
は
な
い
も
の
の
、
持
続
時
間
が
長
く
、

発
作
予
防
に
役
立
つ
内
服
薬
や
貼
付
剤
も

あ
り
ま
す
。
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特
集狭

心
症
治
療
と

薬
物
療
法

﹇
監
修
﹈
草
津
総
合
病
院
院
長

滋
賀
医
科
大
学
名
誉
教
授

木
之
下
　
正
彦
先
生

狭
心
症
の

薬
物
療
法
の
目
的

発
作
を
抑
え
る

た
め
の
薬

◆抗狭心症薬の種類と特性�

症状・QOLの改善作用�

硝酸薬�
カルシウム拮抗薬�

など�

抗血小板薬�
高脂血症治療薬�
ACE阻害薬�
ARB�
など�

ベータ遮断薬��
カリウムチャネル�
開口薬�

長期予後の改善作用�



発
作
を
予
防
す
る
薬
に
は
、
硝
酸
薬
の

ほ
か
、
交
感
神
経
の
活
動
を
抑
え
る
こ
と

で
、
心
臓
の
負
担
を
軽
く
す
る
ベ
ー
タ
遮

断
薬
、
冠
動
脈
の
け
い
れ
ん
を
抑
え
、
血

管
を
拡
張
す
る
カ
ル
シ
ウ
ム
拮
抗
薬
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
労
作
性
狭
心
症
に
は
主
に

ベ
ー
タ
遮
断
薬
、
安
静
狭
心
症
に
は
主
に

カ
ル
シ
ウ
ム
拮
抗
薬
が
用
い
ら
れ
る
の
が

一
般
的
で
す
。

ま
た
、
冠
血
管
拡
張
作
用
・
冠
血
流
増

加
作
用
の
あ
る
カ
リ
ウ
ム
チ
ャ
ネ
ル
開
口

薬（
ニ
コ
ラ
ン
ジ
ル
）に
は
、
発
作
を
予
防

す
る
だ
け
で
な
く
、長
期
予
後
を
改
善
す
る

作
用
も
あ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

狭
心
症
の
長
期
予
後
の
改
善
に
は
ニ
コ

ラ
ン
ジ
ル
が
有
効
で
す
が
、
心
筋
梗
塞
の

既
往
や
高
血
圧
を
合
併
し
て
い
る
患
者
さ
ん

に
は
ベ
ー
タ
遮
断
薬
が
用
い
ら
れ
ま
す
。

狭
心
症
な
ど
の
冠
動
脈
疾
患
で
は
、
血
栓

が
で
き
る
の
を
防
ぐ
た
め
、
禁
忌
が
な
い
限
り

ア
ス
ピ
リ
ン
を
投
与
し
ま
す
。
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
を
下
げ
、
動
脈
硬
化
を
防
ぐ
目
的
で
高
脂

血
症
治
療
薬
を
用
い
た
り
、
血
圧
を
下
げ
る

作
用
の
あ
る
ア
ン
ジ
オ
テ
ン
シ
ン
変
換
酵
素

（
Ａ
Ｃ
Ｅ
）阻
害
薬
や
ア
ン
ジ
オ
テ
ン
シ
ン
�

受
容
体
拮
抗
薬（
Ａ
Ｒ
Ｂ
）を
投
与
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
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発
作
を
予
防
す
る

た
め
の
薬

再
発
を
予
防
し

予
後
を
改
善
す
る
薬

狭心症の治療あれこれ

治療の基本は薬物療法ですが、薬を使っても症状が改
善しない場合や、心筋梗塞に移行するおそれのあると
きは、カテーテル療法や手術療法が必要になります。

●薬物療法

●手術療法

●カテーテル療法

狭心症の治療には、薬物療法のほか、
カテーテル療法や手術療法があります。

症状や狭心症のタ
イプに応じた薬を
投与します。

カテーテル（細い
管）を血管に挿入
し、狭くなった部
分を押し広げます。
ステント（金属製の
網状の筒）を留置す
ることもあります。

冠動脈に血流が迂
回できるバイパス
を作ります。

狭心症の治療あれこれ



狭
心
症
や
心
筋
梗
塞
な
ど
の
虚
血
性
心
疾
患
は
、

高
血
圧
、
高
脂
血
症
、
糖
尿
病
、
喫
煙
と
い
っ
た

動
脈
硬
化
を
促
進
す
る
危
険
因
子
の
数
が
多
い
ほ

ど
、
発
症
し
や
す
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
狭
心

症
の
予
防
に
も
再
発
防
止
に
も
、
こ
れ
ら
の
危
険

因
子
を
し
っ
か
り
治
療
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
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狭
心
症
の

原
因
と
な
る
危
険
因
子

（Circulation　１９９９；９９：２８２９）�

狭心症治療のAからE
アメリカでは、狭心症治療の薬と生活習慣
の注意が、A～Eのアルファベットで分かり
やすく紹介されています。�

Aspirin（アスピリン）�
Antianginal therapy（抗狭心症薬） �

Beta blocker(ベータ遮断薬)�
Blood pressure（血圧）�

Cholesterol(コレステロール)�
Cigarettes(たばこ)�
Diet（食事療法）��
Diabetes（糖尿病）�

Education（患者教育）�
Exercise(運動)�

A

B

C

D

E

危険因子と虚血性心疾患の発症率

（Kannel WB：J Cardiovasc Pharmacol １３〈Suppl １〉，１９８９より作図改変）�

●喫煙�
禁煙を！�

●糖尿病�
ヘモグロビンA1C�
 ６.５％以下�

●コレステロール�
総コレステロール�
 １８０mg/dL未満　�
LDLコレステロール�
 １００mg/dL未満��

●血圧�
外来血圧�
 １３０/８５mmHg未満�
家庭血圧�
 １２５/７５mmHg未満�

高血圧� 高血圧� 高血圧� 高血圧�

高脂血症� 高脂血症� 高脂血症�

糖尿病� 糖尿病�

喫煙�

7.7�
倍�

5.5�
倍�

4.7�
倍�

2.7�
倍�

7.7�
倍�

5.5�
倍�

4.7�
倍�

2.7�
倍�

治療の目安�

※もともと冠動脈疾患の�
　ある人の目標値です。�



飲み忘れに注意�

合併症の薬や市販薬を�
飲んでいる場合は�
医師に相談する�

自己判断で�
服用を中止しない�

ニトログリセリンは�
必ず携帯する�

薬の貸し借りはしない�

薬は医師の指示を守って、�
正しく服用してください！�
薬は医師の指示を守って、�
正しく服用してください！�

し
か
し
、
何
種
類
も
の
薬
を
飲
み
合
わ

せ
る
と
、
薬
の
相
互
作
用
で
副
作
用
が
現

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
狭
心
症
以
外
の

薬
や
市
販
の
薬
を
服
用
し
て
い
る
場
合
は
、

必
ず
医
師
に
申
し
出
る
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
カ
ル
シ
ウ
ム
拮
抗
薬
は
グ

レ
ー
プ
フ
ル
ー
ツ
ジ
ュ
ー
ス
と
一
緒
に
飲

む
と
、
薬
の
効
果
が
強
ま
っ
て
し
ま
う
た

め
、
注
意
が
必
要
で
す
。

狭
心
症
の
薬
物
治
療
は
、
長
期
間
に
お

よ
ぶ
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
自
己
判
断
で

薬
を
中
止
し
た
り
、
服
用
す
る
間
隔
を
の

ば
し
た
り
す
る
と
、
効
果
が
な
い
ば
か
り

か
、
か
え
っ
て
悪
化
す
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。
医
師
の
指
示
を
守
っ
て
、
正
し
く
服

用
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

9

薬
の
服
用
の
注
意



インタビュー

狭
心
症
や
心
筋
梗
塞
な
ど
の
虚
血
性
心

疾
患
の
主
な
原
因
は
、
冠
動
脈
の
動
脈
硬

化
で
す
。
こ
の
た
め
、
動
脈
硬
化
を
促
す

生
活
習
慣
病（
高
血
圧
、
糖
尿
病
、
高
脂
血

症
、肥
満
な
ど
）の
危
険
因
子
が
あ
る
ほ
ど
、

狭
心
症
に
な
る
危
険
は
高
ま
り
ま
す
。
過

度
の
疲
労
や
睡
眠
不
足
、
ス
ト
レ
ス
、
喫

煙
、
運
動
不
足
な
ど
が
引
き
金
と
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
生
活
習
慣
が
不
規

則
な
人
は
改
善
す
る
努
力
が
必
要
で
す
。

狭
心
症
は
、
早
朝
や
深
夜
な
ど
、
血
圧

の
変
動
が
大
き
い
時
間
帯
に
起
こ
り
や
す

い
た
め
、
こ
う
し
た
時
間
帯
は
特
に
注
意

が
必
要
で
す
。
適
度
な
運
動
は
、
狭
心
症

予
防
に
効
果
的
で
す
が
、
起
き
て
す
ぐ
ジ

ョ
ギ
ン
グ
し
た
り
す
る
の
は
か
え
っ
て
危

険
で
す
。
運
動
は
起
床
後
１
時
間
ほ
ど
し

て
か
ら
行
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
短
距

離
走
や
重
量
挙
げ
な
ど
の
瞬
発
力
を
使
う

運
動
は
避
け
、
心
臓
へ
の
負
荷
が
少
な
い

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
や
軽
い
ジ
ョ
ギ
ン
グ
、
水

泳
な
ど
の
有
酸
素
運
動
を
で
き
る
だ
け
毎

日
続
け
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

ま
た
、
食
事
や
運
動
、
ア
ル
コ
ー
ル
摂

取
、
入
浴
な
ど
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
心
臓
に

負
担
を
か
け
る
動
作
で
す
。「
満
腹
の
時
に

運
動
す
る
」、「
飲
酒
し
た
後
に
入
浴
す
る
」

な
ど
、
同
時
に
二
つ
の
負
担
が
か
か
る

10

狭
心
症
を
防
ぐ

”心
臓
に
や
さ
し
い
生
活
“と
は

狭
心
症
を
防
ぐ

”心
臓
に
や
さ
し
い
生
活
“と
は

国
立
循
環
器
病
セ
ン
タ
ー

内
科
心
臓
血
管
部
門
部
長

野
々
木
　
宏
先
生
に
聞
く

狭
心
症
を
予
防
し
た
り
、
進
行
を
防
止
し
た
り
す
る
に
は
、
ど
う
し
た
ら
よ

い
の
で
し
ょ
う
か
？
心
臓
に
負
担
を
か
け
な
い
生
活
、
心
臓
に
や
さ
し
い
生
活

を
送
る
た
め
に
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
ヒ
ン
ト
が
必
要
で
す
。
毎
日
の
生
活
の
中

で
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
に
つ
い
て
、
う
か
が
い
ま
し
た
。

ま
ず
、

狭
心
症
の
引
き
金
に
つ
い

て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

具
体
的
に
、
ど
ん
な
時
間

や
動
作
に
気
を
つ
け
れ
ば

よ
い
の
で
す
か
。
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「
二
重
負
荷
」の
状
態
は
、
い
っ
そ
う
発
作

が
起
こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
の
で
、
避
け

る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

狭
心
症
の
発
作
は
、
精
神
的
な
こ
と
で

も
誘
発
さ
れ
る
た
め
、
ス
ト
レ
ス
や
興
奮

は
大
敵
で
す
。
ま
た
、
性
格
や
行
動
パ
タ

ー
ン
に
も
大
き
く
影
響
さ
れ
ま
す
。
人
の

行
動
パ
タ
ー
ン
に
は「
Ａ
型
」と「
Ｂ
型
」が

あ
る
の
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
Ａ
型
は
、

「
絶
え
ず
動
い
て
い
な
い
と
落
ち
着
か
な
い
」、

「
い
ら
い
ら
し
や
す
く
、
す
ぐ
に
言
葉
や
態

度
に
出
す
」と
い
っ
た
短
気
で
攻
撃
的
な
性

格
の
持
ち
主
で
す
。
こ
う
し
た
人
は
、
肉

体
的・精
神
的
な
ス
ト
レ
ス
を
た
め
や
す
く
、

ス
ト
レ
ス
は
血
液
中
の
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

を
上
昇
さ
せ
て
、
動
脈
硬
化
を
促
進
さ
せ

ま
す
。
の
ん
び
り
屋
で
落
ち
着
い
た
Ｂ
型

の
人
に
比
べ
、
Ａ
型
の
人
は
圧
倒
的
に
狭

心
症
や
心
筋
梗
塞
に
な
り
や
す
い
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

特
に
、
過
労
で
寝
不
足
、
食
生
活
が
不

規
則
で
飲
酒
の
機
会
が
多
く
、
ス
ト
レ
ス

を
た
め
込
み
が
ち
―
―
、
そ
ん
な
働
き
盛

り
の
中
高
年
男
性
は
、
注
意
が
必
要
で
す
。

10
や
っ
て
き
た
こ
と
を
６
か
７
に
減
ら
し
、

「
明
日
で
き
る
こ
と
は
今
日
し
な
い
」と
い

う
気
持
ち
を
持
つ
こ
と
も
大
切
で
す
。

生
活
習
慣
に
注
意
す
る
と
と
も
に
、
発

作
を
起
こ
し
た
こ
と
の
あ
る
人
は
、
発
作

時
に
使
用
す
る
ニ
ト
ロ
グ
リ
セ
リ
ン
の
舌

下
錠
や
ス
プ
レ
ー
を
必
ず
持
ち
歩
く
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
内
服
薬
を
処

方
さ
れ
て
い
る
人
は
、
薬
を
飲
み
忘
れ
な

い
こ
と
が
肝
心
で
す
。
狭
心
症
の
薬
は
長

期
間
服
用
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
た

っ
た
一
度
の
飲
み
忘
れ
が
命
に
関
わ
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。
医
師
の
指
示
に
従
い
、

自
己
判
断
で
中
止
し
た
り
せ
ず
に
、
き
ち

ん
と
服
用
し
て
く
だ
さ
い
。

11

狭
心
症
に
な
り
や
す
い
の

は
ど
ん
な
人
で
す
か
。

狭
心
症
の
発
作
を
防
ぐ

た
め
に
必
要
な
こ
と
は
。

① 禁煙する�

② 塩分・糖分・脂肪分を取り過ぎない�

③ バランスのよい食事をとる�

④ 適度な運動を心がける�

⑤ 規則正しい生活を心がける�

⑥ ストレスを避ける�

⑦ 血縁者に心筋梗塞の患者がいれば、生活習慣に注意する�

⑧ 高血圧・糖尿病・高脂血症の早期発見を�

⑨ 強い胸痛を感じたら、すぐに病院へ�

狭心症を防ぐための生活�



『
脈
を
診み

る
』と
い
う
言
葉
が
今
日
で
も

広
く「
診
察
す
る
」と
い
う
意
味
に
用
い
ら

れ
て
い
る
の
は
、
か
つ
て
は
脈
診
が
診
察

の
大
き
な
部
分
を
占
め
て
い
た
か
ら
に
他

な
り
ま
せ
ん
。

聴
診
器
も
血
圧
計
も
心
電
計
も
な
か
っ

た
時
代
に
は
、
薬
師（
く
す
し
、
や
く
し
）

と
呼
ば
れ
た
医
師
の
診
察
は
律
動
的
な
動

き
を
す
る
血
管
の
性
状
か
ら
身
体
全
体
の

調
子
を
診
る
し
か
な
か
っ
た
わ
け
で
す
。

酒
が
入
っ
て
言
葉
が
少
し
怪
し
く
な
る

と
、『
呂
律

ろ
れ
つ

が
回
ら
な
く
な
っ
た
』と
い
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
尺
八
の
音

階
が
狂
っ
て
き
た
と
い
う
意
味
か
ら
転
用

し
た
表
現
で
す
。

ま
た
、『
め
り
は
り
の
利き

い
た
』は
緩
む

こ
と
張
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
音
の
抑
揚
を

い
い
、『
甲か

ん

高
い
音
』、『
乙
な
味
』な
ど
も
邦

楽
で
の
音
の
高
低
を
甲か

ん
・
乙お

つ

で
区
別
し
た

こ
と
か
ら
き
て
い
ま
す
。

レ
ト
ロ
調
に
邦
楽
を
持
ち
出
し
た
の

は
、
琴
や
尺
八
の
演
奏
法
が
脈
の
診
断
法

に
通
じ
る
と
い
う
大
き
な
接
点
が
あ
っ
て

の
こ
と
で
す
。

古
い
医
学
書
に
よ
れ
ば
、
こ
の
脈
診
の

習
練
に
つ
い
て
、
琴
や
三
絃
、
尺
八
を
奏

で
る
人
の
修
行
を
見
習
っ
て
、
繰
り
返
し

脈
診
の
練
習
に
励
む
べ
し
と
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
脈
の
合
間
や
強
さ
は
、
楽
譜
の

拍
子
や
音
符
の
よ
う
に
記
入
さ
れ
、
そ
の

性
状
も「
流
れ
の
如
く
滑
ら
か
」、「
岩
の
如

く
不
動
」、「
屋
根
か
ら
落
ち
る
雨
垂
れ
の

よ
う
」な
ど
と
文
学
的
に
記
載
さ
れ
て
い

ま
す
。

ま
る
で
聴
診
器
で
聴
く
心
音
を
指
先
で

聴
い
て
い
る
か
の
よ
う
で
す
が
、
確
か
に
、

指
先
で
微
か
な
拍
動
を
捉
え
る
脈
診
の
様

12

山
中
湖
ク
リ
ニ
ッ
ク
画
像
診
断
セ
ン
タ
ー
長
　

慶
應
義
塾
大
学
名
誉
教
授

川
田
　
志
明
先
生

心
臓
病
の
今
昔
余
話

糸
竹
に
習
う
脈
診（紀

元
前
91
年
頃
）

呂
律
が
回
ら
な
い

呂
律
が
回
ら
な
い

糸
竹
の
奏
法
に
習
う

糸
竹
の
奏
法
に
習
う

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
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日本心臓財団のセカンドオピニオン 子
は
、
琴
や
尺
八
を
演
奏
す
る
手
法
に
よ

く
似
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

こ
の
脈
診
の
大
家
と
し
て
は
、
司
馬
遷

に
よ
っ
て『
史
記
列
伝
』（
紀
元
前
91
年
頃
）

に
列
せ
ら
れ
た
名
医
の
扁
鵲

へ
ん
じ
ゃ
く

が
い
ま
す
。

中
国
戦
国
時
代（
紀
元
前
４
０
３
〜
紀
元
前

２
２
１
年
）の
古
代
社
会
に
あ
っ
て
、
巫
女

み

こ

の
予
言
を
し
り
ぞ
け
、
鍼
、
湿
布
な
ど
を

用
い
、
脈
診
法
を
完
成
さ
せ
た
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
高
貴
な
人
の
肌
に
直
接
触

れ
る
こ
と
が
ご
法
度

は
っ
と

と
さ
れ
た
時
代
に
は
、

手
首
の
脈
所

み
ゃ
く
ど
こ
ろ

に
絹
糸
の
一
端
を
つ
な
ぎ
、

離
れ
た
部
屋
に
控
え
た
医
者
が
他
端
を
持

っ
て
糸
に
伝
わ
る
脈
の
具
合
を
診
た
と
い

う『
糸
脈

い
と
み
ゃ
く

』の
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

13

子
供
の
頃
に
遊
ん
だ「
糸
電
話
」の
原
理

か
ら
も
、
糸
脈
診
断
に
は
一
理
あ
る
よ
う

に
思
わ
れ
、
ま
た
、
心
電
図
や
ハ
ー
ト
モ

ニ
タ
ー
の
走
り
の
よ
う
に
も
み
え
ま
す
。

も
と
も
と
日
本
人
に
は「
琴
線

き
ん
せ
ん

に
触
れ

る
」と
い
う
比
喩
が
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
、

心
の
奥
に
秘
め
た
感
動
や
共
鳴
す
る
微
妙

な
心
情
が
一
本
の
張
り
つ
め
た
糸
に
込
め

ら
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
す
。

日本心臓財団では、心臓病や循環器疾患の患
者様とご家族のために、「セカンドオピニオ
ン」をご提供しております。主治医の説明だ
けでなく、ほかの医師の意見も聞き、納得し
て治療を受けたいという方々の疑問や悩みに
ついて、お答えいたします。ご質問は、患者
様ご本人かそのご家族の方に限らせていただ
きます。

詳しくは、
インターネットのホームページをご覧ください。

琴
線
に
触
れ
る

琴
線
に
触
れ
る

◆ご意見、ご感想をお寄せ下さい。
〒１００－０００５
東京都千代田区丸の内３－４－１新国際ビル８３５区－Ａ
TEL.０３（３２０１）０８１０ FAX.０３（３２１３）３９２０

財団法人 日本心臓財団「健康ハート」編集部

日本循環器学会と日本心臓財団は
AEDの普及拡大に取り組んでいます
～ あ な た は 、 愛 す る 人 を 救 え ま す か ？ ～

２００４年７月、厚生労働省は一般の人にも緊急時にお
ける自動体外式除細動器（AED）の使用を認め、各都
道府県に通知しました。日本では、毎日１００人近くが
心疾患による突然死で亡くなっており、その多くは、
心室細動が原因であるといわれています。電気ショ
ックを与えることで心室細動を止めるAEDの使用が、
一般の人達にも拡大したことで、救命率アップにつ
ながると期待されています。

“まず、AED”
AEDさえあれば、心室細動
は「私たちでも救うことがで
きる心臓病」です。しかし、
除細動が１分遅れるごとに
救命率が１０％減少します。
倒れている人の意識と呼吸
がなければ、すぐ「AED！救
急車！」と叫びましょう。
一刻も早く″が救命のカギ
になります。

http://www.jhf.or.jp

″
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